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第 ９ 回  熊本県議会  教育警察常任委員会会議記録 

 

平成26年２月21日(金曜日) 

            午前10時０分開議 

            午前11時30分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議案第１号 平成25年度熊本県一般会計補正

予算（第５号） 

議案第４号 平成25年度熊本県立高等学校実

習資金特別会計補正予算（第１号） 

議案第８号 平成25年度熊本県育英資金等貸

与特別会計補正予算（第１号） 

議案第21号 平成25年度熊本県一般会計補正

予算（第６号） 

議案第40号 専決処分の報告及び承認につい

て 

報告第２号 専決処分の報告について 

   ――――――――――――――― 

出席委員（８人） 

        委 員 長 髙 野 洋 介 

        副委員長 九 谷 高 弘 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 早 川 英 明 

        委  員 荒 木 章 博 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 前 田 憲 秀 

欠席委員（なし） 

委員外議員（なし） 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者  

 教育委員会 

         教育長 田 崎 龍 一 

教育理事 柳 田 幸 子 

総括審議員兼教育指導局長 瀬 口 春 一 

教育総務局長 柳 田 誠 喜 

教育政策課長 能 登 哲 也 

学校人事課長 山 本 國 雄 

社会教育課長 福 澤 光 祐 

文化課長 小 田 信 也 

        施設課長 清 原 一 彦 

      高校教育課長 上 川 幸 俊 

政策監兼高校整備推進室長 田 村 真 一 

義務教育課長 緒 方 明 治 

特別支援教育課長 髙 橋 次 郎 

人権同和教育課長 池 田 一 也 

体育保健課長 平 田 浩 一 

警察本部 

本部長 西 郷 正 実 

警務部長 黑 岩   操 

生活安全部長 浦 次 省 三 

刑事部長 浦 田   潔 

交通部長 木 庭   強 

        警備部長 吹 原 直 也 

       首席監察官 吉 長 立 志 

参事官兼警務課長 福 田 泰 三 

参事官兼会計課長 牧 野 一 矢 

理事官兼総務課長 奥 田 隆 久 

参事官兼生活安全企画課長 甲 斐 利 美 

参事官兼刑事企画課長 林   修 一 

参事官兼交通企画課長 高 山 広 行 

理事官兼交通規制課長 安 武 秀 則 

参事官兼警備第一課長 佐 藤 正 泉 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 小 夏   香 

     政務調査課主幹 山 鹿 公 嗣 

――――――――――――――― 

  午前10時０分開議 

○髙野洋介委員長 皆さんおはようございま

す。 

 ただいまから、第９回教育警察常任委員会

を開会いたします。 
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 まず、本日の委員会に５名の傍聴の申し出

がありましたので、これを認めることといた

しました。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題として、これについて審査を行います。 

 教育委員会、警察本部の順に説明を求め、

質疑については最後にまとめて受けたいと思

います。 

 なお、執行部が説明を行われる際は、着席

のままで結構です。 

 それでは、教育長から総括説明を行い、続

いて、担当課長から順次説明をお願いいたし

ます。 

 初めに、田崎教育長、お願いいたします。 

 

○田崎教育長 おはようございます。着座に

て失礼いたします。 

 今議会に提案申し上げております教育委員

会関係議案の概要につきまして御説明いたし

ます。 

 まず、平成25年度２月補正予算につきまし

て、第１号議案平成25年度熊本県一般会計補

正予算(第５号)、第４号議案平成25年度熊本

県立高等学校実習資金特別会計補正予算(第

１号)、第８号議案平成25年度熊本県育英資

金等貸与特別会計補正予算(第１号)におきま

して、総額56億1,099万2,000円の減額補正を

お願いしております。 

 また、第21号議案平成25年度熊本県一般会

計補正予算(第６号)におきまして、経済対策

分として、１億4,130万円の増額補正をお願

いいたしております。 

 次に、繰越明許費の補正でございます。 

 県立装飾古墳館における肥後古代の森公園

整備事業や鞠智城整備事業、水俣地区新設高

校の体育館解体に係る工事等に不測の日数を

要したため、事業費の一部を次年度に繰り越

すものでございます。 

 次に、債務負担行為の設定でございます。 

 教職員住宅用地の賃借等17件について、債

務負担行為を設定するものでございます。 

 次に、第40号議案は、車両破損事故に関す

る和解及び損害賠償額の決定に係るものでご

ざいます。 

 以上が議案の概要でございます。 

 詳細につきましては、この後、担当課長か

ら説明をさせますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

 

○能登教育政策課長 おはようございます。

教育政策課でございます。 

 まず、教育委員会所管の平成25年度２月補

正予算の総括説明を申し上げます。 

 お手元の説明資料、平成25年度２月補正予

算等、教育委員会の１ページ、２月補正予算

総括表をごらんください。 

 まず、一般会計でございますが、補正を計

上いたしました事業は各課に係る事業でござ

いまして、一般会計合計55億6,486万9,000円

の減額補正でございます。これに育英資金等

貸与特別会計の4,612万3,000円の減額補正を

含めて、合計56億1,099万2,000円の減額補正

を計上しております。 

 以後は、関係課分につきまして、資料に基

づき、御説明いたします。 

 まず、教育政策課から御説明いたします。 

 説明資料の２ページをお願いいたします。 

 一番上段の教育委員会費でございますが、

教育委員による会議等の開催が当初見込みよ

り増加したため、委員報酬を32万4,000円増

額するものでございます。 

 中段の事務局費は、753万1,000円を減額す

るものでございます。右側説明欄１の(2)熊

本県教育情報化推進事業における県立学校コ

ンピューターリース更新に係る入札残など、

所要見込み額の減によるものでございます。 

 下段の教職員人事費は、681万1,000円を減

額するものでございます。右側説明欄の１の

(1)教職員住宅建設償還金及び財産処分費に

おける教職員廃止住宅の解体工事費の入札残
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など、所要見込み額の減によるものでござい

ます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 上段の教育センター費は、980万1,000円を

減額するものでございます。右側説明欄２の

(1)研修事業における研修に出席する教職員

の旅費の執行残など、所要見込み額の減によ

るものでございます。 

 下段の恩給及び退職年金費は、年度途中の

受給者の死亡によりまして支給額が減したこ

とによりまして、2,402万7,000円を減額する

ものでございます。 

 以上、総額4,784万6,000円の減額補正を計

上しております。 

 続きまして、債務負担行為について御説明

申し上げます。 

 資料の20ページをお願いいたします。 

 上段の秘書事務委託業務につきましては、

教育長の秘書事務に係る委託費でございま

す。今年度から３年間の契約を締結しており

ますが、４月１日からの消費税増税によりま

して、契約額を変更する必要があることに伴

いまして、変更契約を締結するものでござい

ます。期間は、平成26年度から２年分でござ

います。 

 下段の教職員住宅用地賃借につきまして

は、南関高校教職員住宅ほか４つの住宅用地

の借り受けに係る年間借地料につきまして、

平成26年度での執行を予定しているものでご

ざいます。 

 以上が教育政策課分の補正予算でございま

す。 

 続きまして、お手元の説明資料、別冊でご

ざいますが、平成25年度２月補正予算(経済

対策分)教育委員会の１ページ、２月補正(経

済対策分)予算総括表をごらんください。 

 一般会計でございますが、補正を計上いた

しました事業は、高校教育課に係る事業で、

一般会計合計１億4,130万円の増額補正でご

ざいます。 

 内容につきましては、高校教育課から資料

に基づきまして説明いたします。 

 教育政策課は以上でございます。 

 

○山本学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 説明資料の４ページをお願い申し上げま

す。 

 各事業の説明に入ります前に、資料の中で

共通をしております項目につきまして、御説

明を申し上げます。 

 資料の右側の説明欄の職員給与費の減額に

ついてでございますが、これは、平成25年７

月に施行されました給与特例条例による給与

削減に伴う支給見込み額の減によるものでご

ざいます。 

 なお、ほかの課の職員給与費の減額につき

ましても同様の理由による減額でございます

ので、特に説明の必要がない場合には、説明

を割愛させていただきます。 

 それでは、学校人事課の２月補正予算につ

いて御説明を申し上げます。 

 まず、４ページの上段の事務局費でござい

ますけれども、教育委員会事務局職員給与費

の減、事務局職員の勧奨退職者が当初見込み

より減少したことなどによる退職手当の減に

より、１億466万1,000円を減額するものでご

ざいます。 

 下段の教職員人事費は、４億4,739万3,000

円の増額でございます。 

 右側の説明欄でございますが、１の退職手

当につきましては、教職員の勧奨退職者が当

初見込みより17人増加したことなどによる退

職手当の増によるものでございます。 

 ２の管理運営費につきましては、公立高等

学校授業料無償化制度見直しに係ります準備

経費の国交付金内示に伴う財源更正、学校技

師等の欠員補充に係ります支給見込みの減に

よるものでございます。 

 ５ページをお願いいたします。 
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 １段目、２段目の教職員費、３段目の高等

学校総務費は、いずれも、先ほど御説明をい

たしました給与削減に伴う支給見込み額の減

により、小学校、中学校、高等学校の教職員

給与費などを減額するものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 １段目の全日制高等学校管理費、２段目の

定時制高等学校管理費、３段目の通信教育費

は、いずれも、国庫の授業料不徴収交付金の

交付減によりまして、学校運営費を減額する

ものでございます。 

 ４段目の特別支援学校費は、教職員給与費

の減、非常勤講師等の勤務実績見込みの減、

学用品等購入費の実績減等による就学奨励費

の減により、２億8,464万7,000円を減額する

ものでございます。 

 以上、総額51億5,960万7,000円の減額補正

を計上いたしております。 

 続きまして、説明資料の20ページ下段をお

願い申し上げます。 

 この20ページの下段でございますが、校長

宿舎等賃借に係ります債務負担行為の設定で

ございます。こちらにつきましては、東稜高

校及び大津支援学校の校長宿舎等を年間賃借

するものでございます。 

 以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○福澤社会教育課長 社会教育課でございま

す。 

 説明資料の７ページをお願いいたします。 

 上段の社会教育総務費でございますが、1,

769万6,000円の減額でございます。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の職員給与費の減額のほか、２の地域・

家庭教育力活性化推進事業費は、国庫補助事

業の所要見込み額の減、国庫委託金の内示減

により、536万9,000円を減額するものでござ

います。３の国庫支出金返納金は、放課後子

ども教室推進事業費補助金の過年度の交付金

の確定により、78万9,000円を増額するもの

でございます。 

 次に、下段の図書館費でございますが、53

4万5,000円の減額でございます。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 ２の管理運営費は、緊急雇用創出基金を活

用した事業の所要見込み額の減により、88万

1,000円を減額するものでございます。 

 以上、総額2,304万1,000円の減額補正を計

上しております。 

 続きまして、説明資料の21ページをお願い

いたします。 

 債務負担行為の設定でございます。 

 上段の電話相談室賃借は、家庭教育電話相

談事業で使用する電話相談室の賃借料として

54万円を計上しております。 

 下段の青少年教育施設管理運営業務は、県

立青少年の家４施設の指定管理者委託費の消

費税増税分として2,505万1,000円を計上して

おります。 

 以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○小田文化課長 文化課でございます。 

 説明資料の８ページをお願いいたします。 

 まず、文化費でございますが、総額3,470

万8,000円の減額でございます。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 ２の文化財調査費でございますが、国など

の公共事業に伴い、県が受託した砂原四方寄

線など10路線の埋蔵文化財発掘調査につきま

して、出土品の調査、整理業務の入札残など

により、5,273万3,000円を減額するものでご

ざいます。 

 また、３の(1)の文化財保存事業でござい

ますが、文化財の整備や修復を行う市町村な

どに対する補助金で、熊本市の天然記念物、

寂心さんのクスノキなど７件につきまして、

事業費の確定に伴い、431万6,000円を減額す
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るものでございます。 

 (3)の鞠智城整備事業でございますが、若

手研究者助成事業に係る企画、運営などの入

札残207万8,000円の減額でございます。 

 続きまして、資料の９ページ上段をお願い

いたします。 

 美術館費ですが、総額1,697万8,000円の減

額でございます。 

 説明欄２の展覧会事業費でございますが、

共同開催で予定しておりました展覧会が単独

開催に変更となったため、共催展に伴う負担

金399万4,000円が不用となり、減額するもの

でございます。 

 ３の永青文庫推進事業費でございますが、

展覧会に係るポスター作成などの入札残な

ど、206万7,000円の減額でございます。 

 また、４の美術品取得基金積立金100万9,0

00円及び５の永青文庫常設展示振興基金積立

金15万1,000円につきましては、運用利息を

積み立てるものでございます。 

 続きまして、下段をお願いします。 

 教育施設災害復旧費ですが、4,582万2,000

円の減額でございます。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の社会教育施設災害復旧費でございま

す。これは、平成24年７月に発生しました熊

本広域大水害により被災した鞠智城の斜面崩

壊などの災害復旧工事を行うものでございま

す。当初、崩壊した13カ所につきまして、面

積、工事費ともに、被災状況を概算で積算し

てまいりましたが、その後の測量により施工

面積が減少し、かつ工法の見直しにより経費

の削減が可能となり、所要見込み額が減少し

たものでございます。 

 以上、総額9,750万8,000円の減額補正を計

上しております。 

 続きまして、資料の19ページ上段をお願い

します。 

 繰越明許費補正の追加につきまして御説明

いたします。 

 社会教育費9,200万円でございますが、こ

れは、県立装飾古墳館における肥後古代の森

公園整備工事及び鞠智城整備工事におきまし

て、年度内に工事を終える予定で進めており

ましたが、当初の段階では想定できなかった

建設機械や建築資材などの手配調整に不測の

日数を要しまして、年度内の完成が困難とな

ったため、繰越明許費の設定をお願いするも

のでございます。 

 続きまして、資料の21ページ中段をお願い

します。 

 県立美術館分館管理運営業務に係る債務負

担行為の設定でございます。 

 これは、平成24年度に設定しました指定管

理に係る委託料につきまして、消費税増額分

などとして、平成26、平成27年度で504万円

の追加設定をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

 御審議よろしくお願いいたします。 

 

○清原施設課長 施設課でございます。 

 説明資料の10ページ上段をお願いいたしま

す。 

 まず、事務局費でございますが、22万6,00

0円の減額をお願いしております。 

 資料、右側説明欄をごらんください。 

 １の公立学校建設指導監督事務費につきま

して、国庫補助金の内示減に伴うものでござ

います。 

 次に、資料中段の学校建設費でございます

が、1,795万4,000円の減額をお願いしており

ます。 

 説明欄の主な内容でございますが、１の県

立高等学校施設整備費のうち、(3)文化財調

査費については、執行残に伴う所要見込み額

の減によるものでございます。また、(4)県

立高等学校施設整備事業については、執行残

に伴う所要見込み額の減及び財源更正でござ

います。 

 資料下段の特別支援学校費でございます
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が、これは補正額はありませんが、説明欄の

とおり、施設整備費につきまして、国庫補助

金の内示増等に伴う財源更正をお願いしてお

ります。 

 以上、総額1,818万円の減額補正を計上し

ております。 

 続きまして、説明資料の21ページ最下段を

お願いいたします。 

 県立学校用地等賃借に係る債務負担行為の

設定でございます。これは、矢部高校プール

用地及び人吉高校五木分校敷地などの賃借に

ついて、平成26年度での執行を予定している

ものでございます。 

 続きまして、説明資料の25ページをお願い

いたします。 

 第40号議案の県立学校境界びょうによる車

両破損事故に関する専決処分の報告及び承認

についてでございます。 

 恐れ入りますが、24ページのほうで御説明

させていただきます。 

 ２の事故の概要にありますように、学校敷

地に隣接する県有地に設置してありました境

界びょう、これは１辺４センチの正方形金属

製プレートでございますが、これが外れ、通

行中の自動車の左後輪に刺さり、パンクさせ

たもので、１万8,480円を賠償しておりま

す。 

 施設課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○上川高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 説明資料の11ページをお願いします。 

 上段の事務局費ですが、97万円の減額でご

ざいます。右側の説明欄のとおり、新設高等

学校等教育環境整備事業は、阿蘇中央高校の

校舎間バス運行委託の入札に伴う執行残でご

ざいます。 

 下段の教育指導費は、4,448万9,000円の減

額でございます。 

 主なものとしましては、右側説明欄１の

(1)の通学支援事業は、バスなどの利用予定

者の実績減による1,700万円の減額です。２

の(4)の高校生キャリアサポート事業は、キ

ャリアサポーター配置に要する経費の所要見

込み額の減による550万円の減額でございま

す。３の(1)の県立学校初任者研修は、補充

のための非常勤講師採用実績減による人件費

950万円の減でございます。４の(1)のスクー

ルソーシャルワーカー配置事業につきまして

は、国庫補助金の内示減による458万2,000円

の減額でございます。 

 説明資料の12ページをお願いします。 

 １段目の中学校費の教育振興費は、29万4,

000円の減額でございます。右側の説明欄の

とおり、１の(1)の中学校運営費について、

所要見込み額の減でございます。 

 ２段目の高等学校費の教育振興費は、1,11

7万8,000円の減額でございます。右側の説明

欄のとおり、１の(1)の理科教育等設備費に

ついて、所要見込み額の減により、826万5,0

00円の減額でございます。 

 また、２の(1)の高等学校産業教育設備整

備費は、パソコンのリースの入札に伴う執行

残291万3,000円の減額でございます。 

 ３段目の学校建設費は、8,304万9,000円の

減額でございます。右側の説明欄のとおり、

１の(1)の県立高等学校再編・統合施設整備

事業については、所要見込み額の減及び地域

の元気基金の繰り入れによる財源更正で、8,

304万9,000円の減額でございます。 

 ４段目の保健体育総務費は、30万円の減額

でございます。右側の説明欄のとおり、１の

(1)の定時制高等学校夜食費について、給食

希望者が当初の見込みよりも少なかったこと

による減でございます。 

 以上、一般会計につきましては、１億4,02

8万円の減額でございます。 

 続きまして、説明資料の13ページをお願い

いたします。 
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 熊本県立高等学校実習資金特別会計でござ

います。 

 農業高等学校費につきまして、50万円の財

源更正でございます。右側の説明欄のとお

り、生産物売り払い収入の増に伴う財源更正

でございます。 

 続きまして、説明資料の14ページをお願い

いたします。 

 熊本県育英資金等貸与特別会計でございま

す。 

 育英資金等貸付金は、4,612万3,000円の減

額でございます。右側の説明欄のとおり、奨

学生の退学や辞退等に伴う貸与者数の減によ

るものでございます。 

 以上、一般会計、特別会計を合わせまし

て、総額で１億8,640万3,000円の減額でござ

います。 

 続きまして、説明資料の19ページをお願い

いたします。 

 繰越明許費補正の変更について御説明いた

します。 

 上段の高等学校費につきまして、1,500万

円の増額変更でございますが、水俣地区新設

高校の体育館解体工事におきまして、改築中

の体育館完成後に既存の体育館を解体するこ

ととしておりましたが、体育館完成が１カ月

程度おくれたことにより年度内での施工が困

難となりましたため、繰越明許費の増額補正

をお願いするものでございます。 

 続きまして、説明資料の22ページをお願い

いたします。 

 １段目の一般会計の債務負担行為設定につ

いて御説明いたします。 

 公立学校初任者研修バス賃借に係る債務負

担行為の設定でございます。県立学校初任者

研修で年度当初から使用するバスの賃借料と

して、30万円を計上しております。 

 次に、２段目の熊本県育英資金等貸与特別

会計の債務負担行為設定について御説明いた

します。 

 システム保守業務に係る債務負担行為の設

定でございます。熊本県育英資金で年度当初

から使用するシステムの保守業務委託料とし

て、124万2,000円を計上しております。 

 続きまして、別冊の２月補正予算(経済対

策分)の説明資料をお願いいたします。 

 ２ページになります。 

 国の経済対策関係について御説明いたしま

す。 

 教育指導費ですが、右側説明欄１の(1)の

高校生等修学等支援基金積立金は、国の好循

環実現のための経済対策による交付金の追加

交付に伴う基金への積み増しでございまし

て、１億4,130万円の増額でございます。 

 高校教育課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○緒方義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 説明資料の15ページをお願いします。 

 一般会計の教育指導費5,547万6,000円の減

額をお願いしております。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の学校教育指導費ですが、1,345万9,000

円の減額でございます。 

 主な理由は、(1)、(2)、(3)につきまして

は、国庫委託金の内示減でございます。(4)

につきましては、「熊本の心」をもとに作成

した英語読み物資料の入札残でございます。

(5)の東日本大震災被災幼児・児童・生徒修

学等支援事業につきましては、対象児童生徒

の増によるものでございます。(6)の事業に

つきましては、所要見込み額の減及び国庫補

助金の内示減に伴う減額でございます。 

 次に、２の教員研修費でございます。1,66

7万7,000円の減額でございます。 

 主な減額の理由としましては、(1)の初任

者研修の所要見込み額の減につきましては、

研修時に初任者にかわり授業を行う非常勤講

師の採用実績減に伴う減でございます。(2)
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の指導改善研修事業の所要見込み額の減につ

きましては、研修指導員配置減に伴う減でご

ざいます。 

 続きまして、３の児童生徒の健全育成費で

ございます。2,534万円の減額でございま

す。(1)、(2)、(3)のいずれの事業も、国庫

補助金または国庫委託金の内示減による減で

ございます。 

 以上、総額5,547万6,000円の減額補正を計

上しております。 

 続きまして、説明資料の22ページをお願い

します。 

 上段から３段目ですが、公立学校初任者研

修バス賃借に係る債務負担行為の設定でござ

います。これは、公立小中学校初任者研修で

年度当初から使用するバスの賃借料として、

48万円を計上しております。 

 以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 

○髙橋特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 説明資料の16ページをお願いいたします。 

 まず、上段の事務局費でございますが、31

万円の減額でございます。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 熊本地区新設支援学校(仮称)としておりま

すが、これは、熊本かがやきの森支援学校に

おける校章デザイン及び校歌作成における所

要見込み額の減によるものでございます。 

 次に、中段の教育指導費でございますが、

474万5,000円の減額でございます。 

 右側の説明欄１の国庫支出金精算返納金で

ございますが、これは、国庫補助金の交付額

確定に伴い、精算返納するものでございま

す。２の(2) ほほえみスクールライフ支援

事業でございますが、人工呼吸器看護師派遣

補助事業における補助対象者の確定に伴う減

額でございます。 

 次に、下段の特別支援学校費でございます

が、31万7,000円の減額でございます。右側

の説明欄のとおり、特別支援学校理科教育等

設備費の所要見込み額の減によるものでござ

います。 

 以上、総額537万2,000円の減額補正を計上

しております。 

 続きまして、説明資料の22ページの最下段

をお願いいたします。 

 ほほえみスクールライフ支援事業の医療的

ケア委託業務について、今年度中に委託契約

を締結し、平成26年度当初から業務を開始す

るため、3,555万5,000円の債務負担行為を設

定するものでございます。 

 以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○池田人権同和教育課長 人権同和教育課で

ございます。 

 説明資料の17ページをお願いします。 

 教育指導費の８万円の減額につきまして

は、人権教育研究推進事業に係る文部科学省

の国庫委託金の内示減に伴うものでございま

す。 

 以上、総額８万円の減額補正を計上してお

ります。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 説明資料の18ページ上段をお願いします。 

 保健体育総務費でございますが、1,629万

6,000円の減額でございます。これは、２の

(1)から(3)の国庫委託金の内示減等によるも

のでございます。 

 次に、下段の体育施設費でございますが、

118万3,000円の減額でございます。これは、

県営体育施設整備費事業のうち、藤崎台県営

野球場施設改修事業の入札に伴う執行残によ

るものでございます。 
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 以上、総額1,747万9,000円の減額補正を計

上しております。 

 続きまして、説明資料の19ページ下段をお

願いいたします。 

 繰越明許費補正の変更について御説明いた

します。 

 これは、県立総合体育館改修整備事業にお

いて、工事の施工を平成26年度に行うため、

工事施工に伴う管理委託費1,600万円につい

て繰り越すものでございます。 

 藤崎台県営野球場防球フェンス施設設置工

事費に係る繰り越し額7,200万円に今回の繰

り越し額を加えて、8,800万円に変更するも

のでございます。 

 続きまして、説明資料の23ページをお願い

します。 

 県立体育施設６施設の管理運営業務に係る

債務負担行為の設定でございます。これは、

県民総合運動公園、藤崎台県営野球場、県立

総合体育館、総合射撃場、県営八代運動公

園、熊本武道館の指定管理者への管理委託料

の消費税増税分として、合計4,028万8,000円

を計上しております。 

 以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○髙野洋介委員長 それでは、続きまして、

警察本部から説明をお願いいたします。 

 まず初めに、西郷警察本部長、お願いいた

します。 

 

○西郷警察本部長 おはようございます。 

 常任委員会の皆様方には、平素から、警察

行政の各般にわたりまして、深い御理解と温

かい御支援をいただいておりまして、心から

お礼を申し上げます。 

 また、委員の皆様方には、さきの警察音楽

隊定期演奏会、県民ふれあいコンサートに、

大変お忙しい中、御出席をいただき、まこと

にありがとうございました。重ねてお礼を申

し上げます。 

 それでは、今回、警察から提案しておりま

す２件の議案について御説明をいたします。 

 第１号議案は、平成25年度熊本県一般会計

補正予算についてでありますが、これは、警

察費合計14億3,338万7,000円の減額補正及び

債務負担行為限度額の設定についてお願いを

するものであります。 

 報告第２号は、専決をしました５件の交通

事故の和解についての報告に関するものであ

ります。 

 詳細につきましては、担当者から説明をさ

せますので、御審議のほどよろしくお願いを

いたします。 

 

○牧野会計課長 会計課長でございます。 

 予算関係議案につきまして、お手元の警察

本部の説明資料で御説明をいたします。 

 まず、１ページをお願いいたします。 

 第１号議案平成25年度熊本県一般会計補正

予算(第５号)についてでございます。 

 まず、公安委員会費の補正額をごらんいた

だきたいと思います。161万4,000円の増額を

お願いしております。これは、公安委員会の

活動日数が予定よりも増加したことによる委

員報酬の不足見込み額でございます。 

 次に、その下、警察本部費の補正額をごら

んいただきたいと思います。12億8,296万7,0

00円の減額をお願いしております。 

 説明欄１の職員給与費７億3,876万7,000円

の減額は、給与の特例条例に伴います昨年７

月からの職員給与の削減等による不用見込み

額でございます。 

 ２の退職手当４億8,141万9,000円の減額で

ございますけれども、これは、退職予定者数

の減少によります退職手当費の不用見込み額

でございます。これは、当初定年退職予定者

のうち平成24年度末に勧奨による早期退職

や、警視正承認によります国家公務員への身

分変更等によりまして不用になったことが主
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な要因でございます。 

 ３の警察一般管理費6,278万1,000円の減額

でございます。これは、警察官の職務に協力

援助して負傷された方などに給付されます協

力援助者給付金の受給者が死亡されたことに

よる不用額でございます。また、警察統合Ｏ

Ａ整備費の機器リース契約の入札におきまし

て、予定価格より安く落札されたことによる

不用額、それに、全国豊かな海づくり大会警

衛対策事業及び水銀条約外交会議警備対策事

業の終了に伴う不用額でございます。 

 なお、庁舎管理運営費におきましては、各

警察施設におきます自動販売機設置場所の貸

付料及び運転免許センターの売店貸付料の増

加に伴う財源更正を行っております。 

 ２ページに移ります。 

 警察施設費をごらんいただきたいと思いま

す。 

 説明欄１の警察施設維持費におきまして

は、職員宿舎貸付料及び宇城警察署小川交番

移転補償費の増額に伴う財源更正を行ってお

ります。 

 ２の警察施設整備費の240万3,000円の減額

は、新熊本東署庁舎等整備事業の完了に伴い

ますところの不用額でございます。 

 なお、警察施設整備費、これは単独事業で

ございますけれども、この整備費でございま

すけれども、地方債を減額いたしまして、地

域の元気基金を充当する財源更正、また、新

熊本東警察署庁舎等整備事業におきまして

も、地方債を減額して、一般財源及び地域の

元気基金を充当する財源更正を行っておりま

す。 

 次に、運転免許費をごらんいただきたいと

思います。 

 説明欄１の運転免許企画調査費におきまし

ては、運転免許センター売店使用料の減額に

伴う財源更正を行うものでございます。 

 ２の自動車運転免許試験費の運転免許試験

企画調査費でございます。これは、取り消し

処分者講習者数の減に伴います不用見込み額

33万8,000円の減額でございます。 

 その下、恩給及び退職年金費の補正額をご

らんいただきたいと思います。432万9,000円

の減額をお願いしておりますけれども、これ

は、恩給受給者３名が亡くなられたことによ

ります普通恩給の減、遺族に支給される普通

扶助料の受給者６名が亡くなられたことによ

る支給額の減による不用額でございます。 

 ３ページに移ります。 

 警察活動費の補正額をごらんください。１

億4,496万4,000円の減額をお願いしておりま

す。 

 説明欄１の一般警察運営費770万9,000円の

減額は、被留置者数の減に伴います被留置者

の食料費等の不用見込み額と、法務省からの

人権啓発活動委託金の内示減に伴います事業

費の減額でございます。 

 ２の生活安全警察運営費1,154万6,000円の

減額でございますけれども、講習受講者数の

減に伴います警備業・探偵業許可等事務及び

猟銃・火薬許可等事務の不用見込み額と、緊

急雇用創出基金を活用しておりますセーフテ

ィーパトロール活動委託事業の入札におきま

して、予定価格より安く落札されたことによ

る不用額でございます。 

 なお、みんなが安心して歩ける街づくり事

業、これは、ボランティア団体への物的支援

事業でございますけれども、本事業におきま

しては、社会資本整備総合交付金を充当する

ための財源更正を行っております。 

 ３の地域警察運営費です。国庫補助金の内

示減に伴います地域企画調査費の通信司令シ

ステムリース料の財源充当にするための財源

更正でございます。 

 ４の交通警察運営費59万2,000円の減額

は、違法駐車対策の強化事業のうち、放置違

反確認車両の減少に伴う納付命令書郵送費の

不用見込み額と、安全安心サポート事業及び

高齢者等交通安全意識啓発事業の契約入札に
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おきまして、予定価格より安く落札されたこ

とによります不用額でございます。 

 違法駐車対策の強化事業におきまして、放

置違反金の減少に伴う財源更正もあわせて行

っております。 

 また、道路使用許可申請の増加に伴う道路

使用許可調査費の増額及び道路使用許可手数

料の増額に伴う財源更正を行っております。 

 ５の交通安全施設費１億2,511万7,000円の

減額は、交通安全施設整備費における都道府

県警察費補助金の内示減に伴う補助事業費の

減額、地域の元気基金を活用した単独事業の

設計委託契約の入札におきまして、予定価格

より安く落札されたことによる不用額でござ

います。 

 なお、補助事業におきましては、地方債を

減らしまして一般財源を充当する財源更正、

また、単独事業におきましては、地方債を減

らし、地域の元気基金を充当する財源更正を

それぞれ行っております。 

 以上、警察費合計欄に記載しておりますよ

うに、平成25年度２月補正におきますところ

の予算総額は14億3,338万7,000円の減額とな

りまして、補正後におきます警察費の予算総

額は383億9,370万2,000円となります。 

 補正額の財源の内訳でございます。 

 警察施設費の補助金の減などに伴いまし

て、国庫支出金が2,541万円の減額となりま

す。地域の元気基金の充当などに伴いまし

て、地方債が７億3,000万円の減額となりま

す。元気基金など、その他の特定財源が５億

4,761万2,000円の増額となります。 

 また、職員給与費、全国豊かな海づくり大

会警衛対策事業などの事業費の減に伴いまし

て、一般財源が12億2,558万9,000円の減額と

なります。 

 次に、第１号議案、第３表の債務負担行為

の補正についてでございます。 

 まず、債務負担行為の追加といたしまし

て、交番・駐在所等の土地、建物の賃借に要

する経費2,330万7,000円、違法駐車対策業務

の消費税率引き上げに伴う契約変更分114万

5,000円をお願いしております。 

 次に、債務負担行為の変更につきまして

は、警察関係業務といたしまして、平成26年

度当初から役務の提供を受ける必要のある顧

問弁護士料など10件、1,979万8,000円を12月

補正予算で設定いたしました４億2,763万4,0

00円に追加しまして、総額４億4,743万2,000

円に変更するものでございます。 

 以上、御審議よろしくお願いいたします。 

 

○吉長首席監察官 監察課です。 

 報告第２号議案専決処分について御報告申

し上げます。 

 資料は、６ページから８ページになりま

す。 

 この専決処分の報告は、県警察の公用車事

故に係る損害賠償事案の和解及び損害賠償額

の決定に関するもので、資料記載の５件であ

ります。 

 それぞれの事故の概要は、６ページ以降に

記載させていただいておりますとおりであり

まして、番号１、２、４は、歩行者または車

両に対する動静不注視、番号３は、後退時に

おける後方安全不確認、番号５は、夜間進行

時の前方不注視にそれぞれ起因するものであ

ります。 

 なお、番号１は人身事故で、その他の４件

は物損事故として、それぞれ任意保険で対応

させていただいております。 

 平成25年中発生した公用車事故は75件で、

前年比ではプラス５件ではありますものの、

そのうち有責事故は46件と、前年比ではマイ

ナス８件減少したところであります。 

 ただ、今回御報告させていただきました５

件は、いずれも、一昨年、あるいは昨年発生

した県警側の過失による事故となっておりま

す。 

 また、新聞等で御存じかと思いますが、２
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月の15日、熊本市中央区渡鹿で警察車両とバ

イクによる人身事故が発生しております。そ

の詳細については現在捜査中でありますが、

おけがをされた方の一刻も早い御回復を御祈

念申し上げますとともに、県警といたしまし

て、なお一層の事故防止に取り組んでまいり

ます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○髙野洋介委員長 以上で付託議案に関する

執行部の説明が終了いたしましたので、質疑

を受けたいと思います。 

 質疑を受けた課は、課名を言って、座った

まま説明をしてください。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○松田三郎委員 資料16ページ、特別支援教

育課にお尋ねします。 

 中段の２の(2)ほほえみスクールライフ支

援事業、これは、たしか今年度からか、去年

ぐらいからでしたかね。 

 

○髙橋特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 ほほえみスクールライフ支援事業といいま

すのは、医療的ケアが必要な児童生徒に対し

て看護師を配置するものでございます。この

事業自体は、平成14年からスタートしており

ます。その中で、人工呼吸器を装着しており

ます児童に対しまして、今年度から訪問看護

ステーションから看護師を派遣する、その事

業が今年度からでございます。 

 

○松田三郎委員 実は、我が党にも、以前か

らというか、強い要望がありまして、今年度

から、そういう教育委員会でも努力していた

だいて、こういう事業を始めていただいた

と。ですから、対象者はそう多くないのかな

と思いながら、でも、その要望が強いという

ことで。参考までに、当初の、この対象者が

確定する前のといいますかね、何人から――

確定が何人で――減ったわけでしょうから、

ちょっとそれを教えていただきたいと思いま

す。 

 

○髙橋特別支援教育課長 平成25年度に、人

工呼吸器をつけて登校しております生徒は３

名ございました。それは昼間つけている児童

生徒が３名ということでございます。そのほ

かに、夜間のみつけている子供、そういった

子供たちが年度途中で状態が悪化しまして、

年度途中に、学校でも人工呼吸器をつけると

いう事態が想定されますので、そういった想

定される生徒が３名おりまして、当初では６

名で一応予算を計上しておりました。現実的

に年度内に新たに人工呼吸器をつける子供は

おりません。 

 それから、３名中１名が年度途中で亡くな

りまして、そういったことでの減額補正でご

ざいます。 

 

○松田三郎委員 わかりました。じゃあ参考

までに、これ、債務負担行為か何かも――22

ページですか、説明欄に特別支援学校８校へ

の看護師派遣とあるのと、この次年度はふえ

て、各校にも派遣するということですかね。 

 

○髙橋特別支援教育課長 26年度は、新たに

天草支援学校で対象の子供が出ましたので、

看護師配置するように計画しております。 

 

○松田三郎委員 いいです。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○前田憲秀委員 国の経済対策分の２月の補

正予算について、ちょっとお尋ねをいたしま

す。 

 高校教育課さんからあった１億4,130万円
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の国の経済対策による追加交付ということで

すけれども、この説明欄に、高校生等修学等

支援基金積立金、いわゆる基金の積み足しと

いうことですけれども、その使われる内容と

いいますか、どういうものに使うのかなとい

うのを一回確認の意味で教えてもらっていい

ですか。 

 

○上川高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 この基金につきましては、経済状況の悪化

に伴いまして、経済的に修学が困難になる者

が学業を継続できるように、平成21年度に約

７億円、平成23年度に、24年から26年度分と

して、約３億2,000万円が交付されておりま

す。 

 高校教育課が行います奨学金事業並びに私

学振興課が行っております授業料減免事業の

財源に活用をしておるところでございます。 

 今般、国の好循環実現のための経済対策に

よりまして、本県を含め多くの都道府県にお

いて当該基金の財源が不足することから、交

付金の追加交付が行われるものでございま

す。 

 なお、本県においては、平成25年度の、こ

れは私学振興課の授業料減免事業でございま

すが、その不足分及び平成26年度見込み分と

して、１億4,130万円が追加交付される見込

みです。その中には、平成26年度分の高校教

育課の奨学金の資金も含まれております。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 奨学金の資金にも組み込まれるということ

で、これは平成26年まで……。 

 

○上川高校教育課長 26年度の分でございま

す。 

 

○前田憲秀委員 ということですね。それ

で、関連してお尋ねなんですけれども、説明

資料の14ページで貸付金の減額補正があって

おりました。御説明では、中途辞退者という

ことでありましたけれども、その中途辞退者

というのは、主にどういう原因というか、内

容をちょっと御説明いただけますでしょう

か。 

 

○上川高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 これは、中途で退学した生徒については、

今年度、平成25年度56名おります。その退学

した時点で本来貸与する予定であったものが

とまりますので、その分と、それから、採用

を決定いたしまして、その後、他の奨学金等

に採用された場合は、辞退される場合もござ

います。例えば、熊本市の奨学金と熊本県の

育英資金と両方合格した場合は、いずれかを

辞退されることになります。その中途退学者

の分とそれから辞退者の分、合わせて83名分

が今年度減額する内容でございます。 

 

○前田憲秀委員 83名分ということで、お聞

きしたら、このいわゆる4,300万、辞退者分

というのは、いわゆる当期の貸し付けの資金

には回らないんですよね。確認ですけれど

も。 

 

○上川高校教育課長 これについては、今年

度、本課が、１億4,000万円のうちの6,700万

円について、26年度の貸付資金として活用い

たしますが、おおよそ60名分ほどに当たると

思っております。その60名分については、来

年度の採用予定者の増になるというふうなこ

とでございます。そこで採用された方が途中

で辞退されたり、退学されたりすると、それ

がこのように実績残として残ってまいりま

す。 

 

○前田憲秀委員 今言われたのは先ほどの１



第９回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成26年２月21日) 

 - 14 -

億4,000万の件で、この4,300万の中途辞退者

の減額分というのは貸し付けには全然回せな

いということですよね。 

 

○上川高校教育課長 この分については、次

年度のほうに繰り越していくことになりま

す。 

 

○前田憲秀委員 じゃあ、その分、いわゆる

借りたいけれども、借りられなかったという

人がいれば、借りられる環境になると考えて

もいいわけですかね、どうなんでしょうか。 

 

○上川高校教育課長 今年度採用されなかっ

た方について、次年度申し込まれた場合に、

その方がどのような所得要件にかかるかに係

りますけれども、今年度の分についてはもう

既に採用を終えておりますので、次年度の申

し込み、申請ということになろうかと思いま

す。 

 

○前田憲秀委員 わかりました。退学者とい

うことなので、やむを得ない部分もあるのか

なと思うんですけれども、ぜひ、要望として

は、育英資金、奨学金が借りられれば進学が

できたのにということがないように、しっか

りいろんな意見を聞いて取り組んでいただき

たいなと、要望させていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

○山本秀久委員 今、関連ですけれども、小

学校ということも言われたでしょう、小学生

とか。 

 

○上川高校教育課長 奨学金を貸与しており

ます。 

 

○山本秀久委員 小学生じゃなくて、奨学金

のほう。 

 

○上川高校教育課長 はい。 

 

○山本秀久委員 そうね、わかった。なら、

ちょっと耳が聞き取ったから。わかりまし

た。 

 

○鎌田聡委員 済みません、11ページ、高校

教育課にお尋ねしますけれども、11ページの

通学支援事業で1,700万の減額ということ

で、バス利用者の実績が少なかったというこ

とでありますが、これは、高校再編にかかわ

る通学支援の部分でのバス利用者の見込み減

ということでよろしいんですか。 

 

○田村政策監 そのとおりでございます。上

天草高校と矢部高校、それと、天草高校天草

西校の募集停止に伴う分も入っております。 

 

○鎌田聡委員 1,700万の見込み減というの

は、かなりやっぱり大きい額だと思いますけ

れども、人数的にも結構これは多かったんで

すよね、見込みより。 

 

○田村政策監 当初予定しておりましたスク

ールバスを利用する生徒の数が全くなかった

りとか、そういったこともございまして、当

初5,300万ほどの事業費を予定しておりまし

たけれども、そのうちの1,700万が、結果的

に不用になったということでございます。 

 

○鎌田聡委員 人数面では何名分ぐらいだっ

たんですか。 

 

○田村政策監 上天草高校が当初161人を予

定しておりましたけれども、結果的に132人

でございます。矢部高校につきましては、35

人を予定しておりましたけれども、27人とい

うことでございます。天草高校天草西校につ

きましては、寮、スクールバス、バス、タク



第９回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成26年２月21日) 

 - 15 -

シー合わせまして15人を予定しておりました

けれども、結果的に５人ということでござい

ます。 

 

○鎌田聡委員 このバス利用が、時間帯とか

含めて、結構使い勝手というか、その辺が余

りよろしくなくて、結局利用されない方は、

車とかそういったのに置きかわっているんで

すかね。 

 

○田村政策監 例えば、矢部高校の生徒でご

ざいますと、２年生からバイクにかわったり

とか、そういった生徒さんもいらっしゃいま

す。ただ、当初の見込みよりも入学者が少な

かったりとか、そういったことの要因もござ

いまして、結果的にこういうふうな減になっ

ているということにはなっております。 

 おっしゃいますように、バスの利用時間等

の問題につきましては、学校ともそこは協議

いたしておりまして、部活動ですとか、ある

いは早朝の課外ですとか、そういったのに間

に合うようには対応しているところでござい

ます。 

 

○鎌田聡委員 まあ、一番ちょっと気になっ

たところが、今申し上げましたように、利用

時間とか、バスの時間とかでの、利用したく

てもできないような環境があるんじゃないか

ということで大分減ったんじゃないかという

少し懸念も持っておりますので、そこはさら

に――入学者数も減っているということもあ

りますでしょうけれども、これは、今ずっと

申し上げていますように、高校再編の検証の

中で、こういったことが幾つか問題として上

がっているんであれば、やっぱりそこを活用

しやすいような状況もぜひつくっていただき

たいと思いますので、その辺も今後ぜひ含め

て検証をお願いしたいと思います。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○松田三郎委員 資料４ページ、ちょっと小

さいことかもしれません。学校人事課長にお

尋ねしますけれども、授業料無償化、以前、

今年度の初めぐらいでしたか、課長とちょっ

とお話ししてて、なかなか来年度から始めら

れるの非常に事務的な作業が大変で間に合う

だろうかという話を、ちょっと心配なさって

いたのを思い出しましたけれども、まず、前

提としまして、今度所得制限が変わって、そ

のためのこの準備経費――対象がですね、だ

と思いますけれども、例えば、そのときおっ

しゃっていた、今まで無償だったけれども、

所得によっては今度授業料を払わなければな

らない人が出てくると。そうしたための口座

の開設とか云々とおっしゃっていたようです

けれども、どういうものがこの準備経費に含

まれるんでしょうか。 

 

○山本学校人事課長 今年度の、25年度の予

算につきましては、主なものを申し上げます

と、事前の事務職員を集めました会議等で制

度の概要を説明して、こういう事務が発生し

ますと、こういう準備をしてくださいといっ

た会議の会場使用料ですとか、そのための事

務職員の旅費でありますとか、それから会議

資料の需用費ですとか、そういったものが予

算として計上しているものでございます。 

 それから、もう１つ、所得あたりのデータ

を保存するためのサーバーの購入費、このあ

たりで、トータルでこの559万4,000というと

ころになっているものでございます。 

 費用については、全額国庫でお願いしてい

るものでございます。 

 

○松田三郎委員 わかりました。じゃあ、皆

さんの御努力によって間に合うんですね。 

 

○山本学校人事課長 しっかりと間に合うと

考えております。 
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○松田三郎委員 いいです。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○山本秀久委員 10ページのここに、熊本か

がやきの森支援学校施設整備の費用が大分大

きいようだけれども、これ、どういうことで

すか。 

 

○清原施設課長 これは、現在建設をしてお

ります熊本かがやきの森支援学校の整備事業

等について、当初、今年度国庫補助が12億1,

000万ほどいただけると予定しておりました

が、国のほうからさらに増額の内示がござい

まして、そこにございますように、３億3,24

0万6,000円の増をお願いしているものでござ

います。 

 

○山本秀久委員 仕事はどういうことをして

いるの、このかがやきの森というのは。どう

いう状態なの、その内容は。 

 

○清原施設課長 これは、現在熊本市の横手

地区に重度重複の障害のある児童生徒のため

の新しい学校を建設しているものでございま

す。 

 

○山本秀久委員 ちょっとそれ、どのくらい

入っているの、今。 

 

○髙橋特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 熊本かがやきの森支援学校につきまして

は、今説明がありましたように、今現在工事

中でございます。対象となる生徒につきまし

ては、重度重複障害のある児童生徒で、小学

部から高等部まで、最終的には76から80名程

度を想定しております。 

 以上でございます。 

 

○荒木章博委員 熊本支援学校が非常に満杯

になったので――その基本的なものを最初か

ら言わんけん、わかられぬ部分があると思う

んですよね。 

 済みません、それじゃあ、永青文庫の件で

ちょっとお尋ねしたいと思いますけれども、

９ページの３の(1)ですけれども、所要見込

み額の減とこれに書いてありますけれども、

これはどういったところのやつですかね。 

 

○小田文化課長 金額で206万7,000円という

ことで出しておりますけれども、これは、永

青文庫で展示会をやっておりますが、ポスタ

ー、チラシ、あるいはその他の冊子等の印刷

を行っておるわけですが、その入札残が出た

わけですが、それが委託料ということで、ほ

かに使えないということで、その残った委託

料を今回全額減額したということでございま

す。 

 

○荒木章博委員 今、永青文庫には年間どの

くらいお払いをしているのかな。それと、も

う１つ、あわせて、永青文庫に対する寄附

が、数千万の金がいろんなところから来てい

ると思うんですけれども、そういった事業に

ついては、どういった予算として繰り入れて

いかれているのか、ちょっとお尋ねします。 

 

○小田文化課長 まず、永青文庫につきまし

ては、東京の目白台に本部がございます。こ

ちらのほうに年間850万円のお礼といいます

か、謝金をお支払いしております。 

 それから、この美術館におきまして、永青

文庫からお預かりしている寄託品、あるいは

預かり品という美術工芸品やいろいろな書画

等がございます。こういうものを修復して美

術館の展示に活用すると。あるいは、熊本大

学の永青文庫研究センターというのがござい

まして、これも、永青文庫からお預かりして
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いる10万点を超える古文書、藩政記録をお預

かりしています。この解読を今やっておると

ころでございます。これに対しまして寄附金

がございます。肥後銀行を初めとしまして10

数社の団体等の寄附が、３億2,000万ちょっ

といただいております。そのお金を効果的に

使いながら、大体年間、今まで4,000万程度

使っておったんですが、非常に節約しながら

有効に活用して、今やっておるところでござ

います。 

 

○荒木章博委員 この永青文庫に対する予算

というのは――今、細川護煕理事長だと思う

んですよね。それで、県知事になられたとき

に永青文庫、お父さんが理事長のときに倍額

の予算を上げられたんですよね、あれ。そし

て、850万という――600万か、今度850万ま

で上がって――この850万はいつからです

か。年間850万。 

 

○小田文化課長 ちょっとこれ、調べてみな

いとわかりませんが、恐らく、ここ７～８年

ぐらいだろうと思いますけれども。 

 

○荒木章博委員 今まで何億という県費を永

青文庫の――細川財団から熊本県はお貸しを

していただいて――大体熊本県のものなんで

すよ、あれは。それを回し回しやっているん

ですけどね。やっぱりああいう別館、重文も

展示できるようなものもつくったわけですけ

れども、これだけの年間予算850万も出して

いる、そしてまた、いろんな広報予算あたり

も県がこうやって出して、残金もこうやって

出ているんですけれども、やっぱりそういう

ところは、かなりのすばらしいものが展示で

きている、あると思うんですよね。そういっ

た中で850万、年間払っているから、もっと

もっといい展示物をお貸しできるようにでき

ないのかと、私はそう思うんですよね。 

 何か大したもんじゃないようなやつをぐる

ぐるぐるぐる回して、細川展、細川展とやっ

ているんですけれども、これ、相当な数億の

お金ですよ、今まで払っている予算というの

はですね。そういったところで、もっと積極

的に永青文庫に課長は出かけていって、どん

なものがあるのか、そこあたりを把握した

り、古文書はもちろん大学のほうに置いてあ

りますけどね、そういったところは、行かれ

て現物を見たり、いろいろ話をしたりされた

ことありますか。 

 

○小田文化課長 私、一度だけ目白のほうに

行きまして、中に入らせていただいて、ちょ

っと、学芸員の方がいらっしゃいますので、

いろいろお話をそのとき一回したことはござ

います。 

 今、委員がおっしゃったように、永青文

庫、本部のほうに――なかなか向こうのほう

でも学芸員の数が少のうございまして、修復

とかいうことがなかなかできないということ

で、県立美術館のほうが中心になって、甲冑

とか、美術工芸品の修復をやっておりますの

で、そういうことに関しては、非常にもう感

謝をされているということはございます。 

 今おっしゃいましたように、熊本県民ある

いは全国の方に、貴重な重要文化財、あるい

は美術工芸品のすばらしいものを、やっぱり

美術館でできるだけ常設に展示できるように

――今現在も、年に数回、美術館の専門職が

目白に行きまして、どういうものが貸せるの

かとか、こういうものを貸していただきたい

というお話し合いをしておりますので、私の

ほうも、今後ぜひそういった場に参加して、

いい作品がこちらに、熊本に来るように働き

かけはお願いしたいと思っております。 

 

○荒木章博委員 細川コレクションですけれ

ども、永青文庫の中でも――この前も全国放

送で、すばらしい国宝やら、重文やら、テレ

ビで全国に放送されて、すごい財産なんです
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よ。あれは、細川家の財産でありながら日本

の財産、そしてまた、熊本県民の私は財産だ

と思うんですよね。そういったものをやっぱ

り常設をしながら県民にまず知っていただ

く。そして、やっぱりもっと広報予算が足ら

ないですよ。こんなに余るなんていうことは

あり得ないんですよ、私から言うならば。も

う100万でも200万でも、もっともっと県民

に、こんなすばらしいものが熊本に財産とし

てあるんだというふうなことを、アレンジし

ていただきたいなと私は思うんですけれど

も、教育長、いかがですか、今後の取り組み

を。 

 

○田崎教育長 今、委員がおっしゃいました

ように、この加藤、細川のそういうものは、

県民の本当、宝だと思っております。おっし

ゃるように、県民にもっとよく知っていただ

くように、我々としても、今後、こういう形

で有効に使っていきながら、さらに広報をし

っかりとやっていきたいというふうに考えて

おります。 

 

○荒木章博委員 特別展をやる場合には、ま

たそれに対する、永青文庫に対する予算を計

上して、実際やるわけですよね。そして、そ

ういうお借りするだけの年間の予算が850

万、10年たてば8,500万ですね。20年たてば

１億7,000万ぐらいの、かなりのこの熊本の

予算によって成り立っているんですよ。そし

て、修復も熊本県民の税金でこれをやってい

るわけなんですよね。だから、そういうふう

に、都知事選に出られて頑張っておられるよ

うですけれども、そがんことよりもっともっ

と熊本県民に還元できるようなものを、今

後、今教育長が言われたように、積極的に対

応していただきたいと、かように思います。 

 もう１点、15ページの４番のくまもと中学

生の英語力アップ支援事業の見込み減という

ことで700万ほど上がっていますけれども、

これはどういうことですか。 

 

○緒方義務教育課長 これは、英語の読み物

教材をつくっているわけです。「熊本の心」

を使った教材をつくっていますけれども、そ

の入札残ということで減額させていただいて

いるところでございます。 

 

○荒木章博委員 わかりました。 

 もう１点、これはちょっと私わからないも

んだから、県警本部にちょっと、４ページで

すけれども、お尋ねしたい。交通安全施設費

のこの１億2,500万の減、これは交通安全施

設等整備費(補助事業)と書いてありますが、

説明あったかもしれませんけれども、私がト

イレ行っとったから。 

 

○木庭交通部長 交通部です。 

 これは、先ほど会計課長も御説明しました

けれども、まず、補助事業の関係が、当初６

億2,132万2,000円ということで国のほうの内

示を受けていたんですけれども、実際の交付

額が４億9,822万8,000円ということで１億2,

309万4,000円の減となったこと、それと、下

のほうに書いておりますけれども、去年の６

月補正で２億9,052万7,000円の補正、この中

の設計委託分を執行しましたけれども、その

執行残として202万3,000円が不用となったこ

と、この２つを合わせた分でございます。 

 

○荒木章博委員 了解しました。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、これで質疑を終了いたします。 

 ただいまから、本委員会に付託されました

議案第１号、第４号、第８号、第21号及び第

40号について、一括して採決したいと思いま

すが、御異議ありませんか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

○髙野洋介委員長 御異議なしと認め、一括
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して採決いたします。 

 議案第１号外４件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○髙野洋介委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外４件は、原案のとおり

可決または承認することに決定いたしまし

た。 

 次に、その他に入りますが、今定例会にお

いて３月に後議分の委員会もありますので、

本日は急を要する案件についてのみ質疑をお

願いいたします。 

 何かございませんか。 

 

○荒木章博委員 今、ソチのオリンピック

で、本当に感激と感動を日本の国旗を見るた

びに――私たちは、もう毎日３時、４時まで

ですから、もう寝不足になって、ぼおっとし

ているようなことなんですけれども、６年後

のオリンピックが決まったわけですけれど

も、そういった中で、昨年、中学、高校生を

体育協会が教育委員会に要請をして、パレー

ドをされたということなんですけれども、全

国で初めてということで、これはどういう申

し込みがあって、どれだけのメンバーが参加

をされたのか、ちょっとお尋ねしたい。 

 

○平田体育保健課長 東京オリンピックの招

致は、一度失敗した経緯がございまして、国

民機運の盛り上がりに欠けたところが大きな

ところがありました。東京オリンピック・パ

ラリンピックの開催は、県のスポーツの振興

や地域活性化につながることでございます

し、また、スポーツの振興、そういったこと

から、県民に広く招致に対する活動の機運を

盛り上げまして、それを全国に広げたいと、

そういうことで招致イベントを県体育協会が

主催して実施したものでございます。 

 また、参加者につきましては、招致イベン

トとしまして、街頭パレードを実施しました

が、そのパレードには、県体育協会の役員、

加盟団体の理事長、総合型地域スポーツクラ

ブの関係者、それから学校関係者など、合計

639名が参加しております。 

 

○荒木章博委員 後議のときに余りこれ、言

うべきことじゃないかなと思っておりますも

んですから。 

 これは、記念講演に、安藤忠雄さんという

設計の方が講演をされたんですよね。これ、

聞くところによると、大体講演料は100万か2

00万の方なんですけれども、格安の予算でこ

られた。それと、ＪＯＣから市原専務理事、

そして橋本聖子委員も参加されているんです

けれども、この点について、体協からの把握

をされて各学校に動員はかけられたんです

か。 

 

○平田体育保健課長 このＪＯＣから市原専

務理事、それから橋本理事が参加されました

が、これは、ＪＯＣからオリンピック委員会

のほうに派遣を要請しまして、この２人がい

らっしゃったところでございます。 

 それから、今、委員からありましたよう

に、この中で、安藤氏が「2020年東京オリン

ピックを目指して」ということで講演をされ

ました。そして、この案内につきましては、

こういった方がされるということを要項にも

記載しまして、各体育協会の加盟団体等には

お知らせをしたところでございます。 

 また、この講師の選定につきましては、体

育協会のほうで役員の選定がありまして、こ

の安藤氏以外にも、オリンピック関係という

ことで、金メダリストあたりを候補としまし

て、そういった複数の候補を上げた中で、日

程調整する中で、安藤氏を選定したところで

ございます。 

 

○荒木章博委員 やっぱり国会でも、衆議
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院、参議院の予算委員会の中でも、やっぱり

3,000億が1,600億、1,300億、そして、いろ

んな街路とかで1,600億、そして設計予算が1

3億か30億に上るという、やっぱりある意味

じゃ、その幾つか、総合コーディネーターと

して安藤さんは名前が上がっているんですけ

れども、やっぱり業者ですよね、ある意味で

は。そしてまた、ＪＯＣの専務理事さんあた

りが連れてきた橋本聖子さんというのは、そ

の６カ月後に選挙を控えているわけですよ。

ですから、余りにも私は理想的じゃない。こ

れは、参加をしなかった学校からそういう意

見が出ているんですよ、好ましくないと。 

 そしてまた、全国の雑誌にも、大きな「選

択」という雑誌に「五輪」にたかる安藤忠雄

とか、いろんな話題の多い人なんですよ。そ

してまた、体育協会の会長の会社も、失礼だ

けれども、安藤グループの人が基本プランを

出された。副会長の家も、その方が設計をさ

れている。 

 やっぱりそういう中で、学生を使ってパレ

ードをするなら、もっと違ったアスリートと

か――やったことが悪いと僕は言いません。

もう回答は要りません。やっぱりアスリート

とか、そういう人を連れてきたり、講演をし

たり、やっぱり熊本県に関係があったり、業

者だったり、体協の役員に関係している部署

の人たち、これ、問題になったときもあった

でしょう。要するに、熊本駅の駅舎を300万

で単独で頼みに行ったと。したら、発注する

ＪＲが、何で熊本県はそんな余計なことをす

るんですか、自分たちが公平に入札をしよう

と思ったのに、熊本県がそれだけ――300万

で絵を描いたなら、その人が優先的になるん

ではないかなという話まであっているんです

よ。 

 だから、教育委員会というのは、どんな体

協でも何でも、学生を使うたり、動員をする

ときには、やっぱりちゃんとした基本に基づ

いて、政治にも加入しない――今度、Ａ、

Ｂ、Ｃ案で、Ｃ案を今問いただしてあります

けれども、教育長と教育委員長が一緒になる

ようなこともあってるし、政治家が加入でき

ない一つのやり方というのを、教育委員会は

基本的なものを持って学校に告知したりする

ときにはやっていただきたいと思って、終わ

ります。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○前田憲秀委員 一昨日だったですか、関東

で、ストーカーではないかと言われる悲惨な

事件がありました。あの報道の中で、ちょっ

と気になることがあったんですけれども、他

県に引っ越すよう促したというふうな話があ

っていますけれども、そういう指導性はある

んでしょうか。ちょっとそれをお聞きしよう

と思っているんですが。 

 

○浦次生活安全部長 事案の内容次第で、ど

ういう理由からその他県に引っ越しなさいと

いう助言をしたかちょっとわかりませんけれ

ども、必要に応じては、そこまで指導する場

合があるかもしれません。 

 

○前田憲秀委員 もう１点だけ。普通に考え

れば、そのストーカー行為を起こしているで

あろう人間がよそに行けというのが普通じゃ

ないのかなと思うんですけれども、やっぱり

ケース・バイ・ケースということですかね。 

 

○浦次生活安全部長 その事案を詳しくわか

ったわけじゃありませんので、詳細申し上げ

られませんけれども、被害者の被害を防止す

るというのがまず頭にあって、それを防止す

るからには、やっぱり被害者の方の避難とい

うのをまず考えたんじゃなかろうかというふ

うに思います。 

 

○前田憲秀委員 最後ですが、被害者の思い
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というのもあったのか、そこはもうまだ報道

の範囲内で私もわかりませんけれども、例え

ば、本人、被害者の意思であって、他県に避

難という形であれば、その避難したところの

警察との連携とか、そういったのは非常にど

うなのかなという心配もあります。我が県で

あれば、今まで相談も受けていたわけですか

ら、いろんな対応、考えもあるのが、それが

そのまんま伝わるのかなと、報道を受けて単

に思ったんですけれども、前回も、閉会日の

委員会でも、ストーカー規制に対する強化と

いうのを要望させていただいたんですけれど

も、さまざまな、本当に聞くからに不幸な事

件でありますので、しっかりそこは精査をし

て、対応を協議していただきたいというふう

に要望させていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

○髙野洋介委員長 なければ、以上で本日の

議題は全て終了いたしました。 

 最後に、要望書が１件提出されております

ので、参考としてお手元に写しを配付してお

ります。 

 それでは、これをもちまして第９回教育警

察常任委員会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

  午前11時30分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により
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